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判別分析における予測誤差推定法のロハストネス




























          オーダー局の二項分布に関する或る推定問題








              1刎創               Σ｛（m一％十ユ）が均一（m一沸）が尾十1｝






          見一ピ：；1了二十、≦、㎞、十．．．十㍍、＞、
によって定義すると，R、～風（m，力）であり，R、→oo inprob．as m→∞であることはすぐわかる．さて，
 （！）                   m／沢、→亙（ξ1）    in Prob．as     m一シ∞
を示す．見の定義より，
             S（R、）／R、≦m／R加＜S（見）／見十ξ。掘。工／地
となる．ここで∫（m）＝ξ1＋…十ξ㎜．また，ξ沢祀。エ／凡→O in prob．も簡単にわかるので，結局，
 （2）                       ∫（ノ～、）／沢”→亙（ξ1）     in Prob．
が証明できれば（1）式が示される．ところが（2）式はRεv6sz［3］のTheorem lO．1により保証される．
 亙（ξ、）＝（1一〆）／（（1一力）〆）であるからm／XI＝（1一〆）／（（1一力）〆）の解タは力に確率収束する．
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              線形結合統計量の一様正規近似
                                   松 縄   規
 要  旨
 1X｛1（タ＝1，…，m）をpdf．九（κ），cdf．ハ（κ）に従う連続分布からの独立たm個の確率変数とする．こ
の時（I）lx｛｝（トユ，…，m）の線形結合，（11）1兄1に基づく順序統計量の中の々個の統計量の線形結合，
の二つについて，密度関数表現による一様漸近正規性の一般論を与える．
 1．必要補題
 ｛X、｝，｛γ、｝，｛Z、｝（s＝1，2，…）を可測空間（R（碗〕，凪m〕）上の確率変数，局m〕をm次元ユークリッド空
間，凪m〕をその部分集合からのボレル集合体，レ（剛をこの空間上のルベック測度とする．
 補題I．
 （I－1）X。＝γ、十Z。の関係があるものとする．この時，（I－2）／X，1，1γ、／の一様絶対連続性C（丑），
（I－3）1γ、1の一様有界性B（8），（I－4）Z、→0in力（∫→o・）が同時に満されるならばX、～γ、（B）・，
（∫→∞）．
